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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 5

■1.省人化 ■5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 1 7
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3 8
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 5 9

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 6 11

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（28.3％）　□2.同程度　□3.低下（　％）番号： 1
2.工程 ■1.短縮（48.45％）　□2.同程度　□3.増加（　％）番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 株式会社桐山 協会名 無
会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

アーティスティック
デコール株式会社

①何について何をする技術なのか?
　・炭素繊維を含有した無機系水性防錆プライマーによる防錆塗装。
　　現場塗装作業で排出される溶剤型塗料の揮発性有機化合物VOC 量を削減
　　できる重防食用水系塗装，無溶剤形塗装。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
　・エポキシ樹脂系塗料による防錆塗装。
③公共工事のどこに適用できるのか?
　・橋梁および歩道橋等の塗替塗装または新設塗装工事
　・鉄筋コンクリート構造物等における鉄筋の防水被膜工事

〒421-3301　静岡県富士市北松野623-2

専務取締役 0545-85-3667

桐山健次

株式会社　桐山

登録No. 1648

1.単独

2016年

□1.工法　□2.機械　■3.材料　□4.製品　□5.その他

変更受付年月日

問合せ先

アーティスティックデコール株式会社 〒440-0888　 愛知県豊橋市駅前大通3-81-2

代表取締役会長
0532-55-3429

伊藤 喜代志

0532-55-7054

0545-85-2209

k-kiriyama@kiriyama.ne.jp

tony@spec.to

炭素繊維を含有した無機系防錆プライマー 開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局　 平成29年12月19日

番号：

48.45%

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 防錆プライマー「Liq-Fiber」
収受受付年月日

平成30年5月14日

3.材料

1-3-3.道路／道路維持修繕工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学

KT -170078-A 無

活用の効果

エポキシ樹脂系塗料による防錆塗装
28.30%



防錆プライマー「Liq-Fiber」　 登録No. 1648

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

自社単価設定

塗膜厚管理（ 低塗膜厚管理）
１．塗膜厚管理方法は基本的には県土木工事施工管理基準に準じる。

A-2

①清掃・水洗い(準備工)
・施工面の汚れ等を洗剤等を用いて丁寧に清掃・水洗いを行う。
②素地調整(3種ケレン以上)
・素地調整は3種ケレンC以上にて行う。
※ケレンの程度は、防錆対象物の錆等の程度により適切に判断する。
③下塗(Liq-Fiber(グレー))
・素地調整後の1層目は、Liq-Fiberのグレーの塗布を行う。
④中塗(Liq-Fiber(グリーン))
・1層目(Liq-Fiber(グレー))の施工後、塗布面の指触乾燥確認後に2層目は、Liq-Fiber(グリーン)の塗布を行う。
⑤上塗(Liq-Fiber(トップコート)又は水性トップコート)
・2層目(Liq-Fiber(グリーン))の施工後、塗布面の指触乾燥確認後に3層目として、Liq-Fiber(トップコート)の塗布を行う。
※トップコート（別売り）の色は、現場の要望により自由に提供可能。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

・下塗り（Liq-Fiber（グレー））　　1,608円／m2
・中塗り（Liq-Fiber（グリーン））　1,608円／m2
・上塗り（Liq-Fiber（トップコート）1,103円／m2
（平成29年10月現在）

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
①　材料が速乾性の為、撹拌後 速やかに施工を行う必要がある。
②　油脂部分があると施工できない。
③　雨天での作業は不可。

  本技術は主成分である強アルカリ性（ph値12.5程度）により、鉄表面に黒錆（不動態被膜：Fe3O4）を形成するとともに
水の浸入を防ぎ、安定した防錆層を作る。これにより赤錆を黒錆に変換し、20年以上にわたり鋼材の腐食・再腐食を防ぐ。
　下地処理は3種ケレンで完了し、一層目（グレー）と二層目（グリーン）の塗色を変えることで無駄な重複施工や塗り忘
れを防ぎ、施工性を高めている。
  無溶剤系塗装のため、橋梁等下部の清流や下流域にある養魚場、水道水の取水設備がある場合であっても環境問題を起こ
す心配は無く安全である。



登録No. 1648

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

1) 残された課題について　　　特になし。
2）今後の開発計画について　　防錆プライマー「Liq-Fiber」は完成品です。

「塗膜の長期耐久性を耐中性塩水噴霧試験」（平成28年７月28日～９月30日）
　500時間、1,000時間、1,500時間の各経過時間において、錆が発生していないことが確認された。

別紙参照（ A-3-1 ）

・施工後、降雨が予想される場合や夏期の急激な水分の発散が見込まれる状況では、シート等で施工面を養生する。
・コンパウンド(9号セメント+珪砂+炭素繊維の混合物)を混合するのは、下塗(1層目)と中塗(2層目)だけで上塗(トップコート)
には入らない。
　また、1層目と2層目の混合比は同じである。
・エマルジョンは冬期は凍結しない場所、夏期は直射日光を避けて涼しい場所に保管し、製造日より12ヶ月以内に使用する。
・コンパウンド(9号セメント+珪砂+炭素繊維の混合物)は雨や湿気を避け、土間等には直接置かないようにして、風通しの良い
場所に保管する。
・トップコート(別売り）の色は現場の要望により自由に提供可能。

①適用可能な範囲　　　　　　・新設および既設の鋼構造物およびコンクリート構造物
②特に効果の高い適用範囲　　・赤錆が発生した既設鋼構造物

・塗布厚に係わらず2回以上の塗り重ねとする。
・標準仕様の場合、2回塗り合計膜厚500ミクロン以上とする。
・重防食仕様の場合、3回塗り合計膜厚750ミクロン以上とする。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 防錆プライマー「Liq-Fiber」　

A-3

（適用できない条件）
①　鋼材表面に油分がある場合は、脱脂等により油分を除去しない限り施工できない。
②　施工時常に水に浸かった状況では何らかの方法で乾燥表面を形成しない限り施工できない。
③　施工時および硬化乾燥前に気温が5℃以下になる恐れがある場合は、作業を行わないこと。
④　雨天での野外作業の施工はできない。



A-4

登録No. 1648

実績件数 公共機関： 民間：

発　注　者 施工時期

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 防錆プライマー「Liq-Fiber」　

工　事　名 CORINS登録No.



登録No. 1648

2層目(2回目)の施工状況 2層目(2回目)の施工完了後

Liq-Fiber外観　（1セット） 3種ケレン後の1層目(1回目)の施工状況

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 防錆プライマー「Liq-Fiber」　

A-5


